











めたキッシンジャーの回顧録, My White House years（邦題『キッシンジャー秘
録』全５巻，小学館，1979～1980年）および Years of upheaval（邦題『キッシン
ジャー激動の時代』全３巻，読売新聞社，1982年)，1991年の湾岸戦争当時，制
服組のトップである統合参謀本部議長を務めたパウエル (Colin Powell) の My
American journey（ Joseph E. Persico との共著。邦題『マイ・アメリカン・ジャ
ーニー：コリン・パウエル自伝』角川書店，2001年)，アメリカ史上初めて女性
で国務長官となったオルブライト (Madeleine Korbel Albright) の Madam Secre-





















































































で行われる。現に，バンザフ教授 (John F. Banzhaf III) は，ジョージ・ワシント
ン大学ロースクール (The George Washington University Law School) の専任教

































1980年代には, アメリカで生まれた品質管理 (Quality Control) が日本で花開き,
高品質・低価格の日本製品が世界中の市場を席巻した｡ しかし, バブル経済の崩
壊以降，多くの企業で能力主義・成果主義が導入され，何事も利益優先となった。
大学や学校も決して例外でない。このような環境で，地道な基礎研究に従事し，
地味な作業をきちんとこなす人々が評価されにくくなったことも，日本で「職人」
が減った背景にあるのだろう。
本書は，アメリカ政治外交の側面を語るとともに，人はなぜ仕事をするのか，
改めて考えさせる１冊である。アメリカ政治外交を研究する大学生のみならず，
卒業・就職を控えた若者のための参考図書としてもぜひ推奨したい。
注
本書は日本語で書かれた。新潮社編集部によると，目下英訳の予定がないことから英
文タイトルはない｡「職人」の訳について，評者は色々と検討した。本書には，シェフ
・菓子職人・仕立て職人など，文字通り「物を作る人」もいれば，学芸員のように「物
を作る人」というイメージに必ずしも当てはまらない人も登場する。一方，日本語の
「職人」には「その道の専門家」(『大辞林』第３版，三省堂，2006年）という意味もあ
る。そこで，本稿では職人を professionals と訳した。
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